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大きな課題となっている。 Nocardia rubra cel wall skeleton (N -C W S )は強い免疫賦活作用を
有し，動物の腫蕩モデルで、は，局所投与によって局所マクロファージを活性化し，良好な抗腫蕩効果
を発揮することが判明してきたので，本研究では，ヒト胸膜腔マクロファージがN-CWS によって ln
vivo あるいは in vitro によって活性化されることを確認し，その活性化機構について検討を加えると共






び 2 -deoxy-D-glucoseの取り込み能を測定した。非付着性細胞をそのままで，あるいはOKT 3 , 






臨床試験は，肺癌の癌性胸水貯留例97例を対象として， randomized trial で実施し，胸水制御効果お
よび延命効果を，対照治療の局所抗癌化学療法と比較して検討した。
[成績]
1 J invitro 成績:胸膜腔洗浄液22例中13例，癌性胸水21例中 14例で， N-CWS添加培養により，付
着性マクロファージの PC-9細胞に対する増殖抑制能の増強が認められた。付着性マクロファージ
のみをN-CWS添加培養しても，抑制能の増強が認められ，同時にインターロイキン 1 活性の増強，








4 あるいはOKT8 モノクロナル抗体と補体で前処理しても，上清中の活性化能は消失しなかった o
N-CWS の胸腔内投与を受けた 6 {7IJ全例で，胸水中のマクロファージの抑制能の著しい増強 (39.8
土 6.3%) を示した。
nJ 臨床成績:臨床試験の，解析対象となったN-CWS投与35例，対照33例を比較すると P 局所効果
は， N-CWS群の30例 (85.7%)，対照群の20例 (60.6%) で認められ，両群聞の有効率に有意差を
認めた。両群の生存率曲線の比較 (generalized Wilcoxon test) でも有意差が認められ， 50%生存














Nocardia rubraから分離された細胞壁成分 (N-CWS) は強い免疫賦活作用を有し，動物の実験
腫蕩に対して抗腫蕩効果を発揮することが確認されたので，本研究ではN-CWSがヒト胸腔マクロファ
ージをm VIVOおよびin vitro で活性化することを明らかにし，その活'性化機構について検討を加える
とともに， randomized trial により，ヒト癌性胸膜炎に対する N-CWS の有用性を確認したものであ
る。
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